
報告会 胆振圏域

日時：2024年1月23日（火）15：30～17：00

場所：北海道看護協会（Web開催）

プログラム
15：30 開会挨拶 北海道看護協会 会長 髙橋 久美子
15：35 報告

苫小牧東病院病院 看護部長 秋山 悦子、
看護師 森 真知子

苫小牧地域訪問看護ステーション 所長 大澤 佐登美
16：30 情報提供「保健所における在宅医療や看護連携の推進に係る取組について」

苫小牧保健所 企画総務課 主査（保健推進） 秋庭 恵子
室蘭保健所 企画総務課保健推進係 指導主任保健師 工藤 ゆかり

16：55 閉会挨拶 北海道看護協会 常務理事 山本 純子

参加者：42名

秋山看護部長からは、自施設の地域連携室、訪問看護室等における在宅支援の現状について紹介された。今後、在宅支援事業の拡大を図るた
め、地域の訪問看護の実践を広く捉え、退院支援や地域のステーションとの連携強化につなげたいと本事業への参加の目的を話された。
森看護師からは、同行訪問、カンファレンスへの参加をとおして、できていることにフォーカスすること、利用者本位の看護実践、踏み込み
すぎず介入を続けることで変化が起きたときに寄り添って支援につなげられるなどの学びが報告された。今後の課題として、病棟看護師が退
院後のサービスを理解すること、生活の場を見る機会をつくること、その際に関係職種と顔見知りになり情報共有を行っていくことなど、退
院後によりよい生活が送れるようさらに関係機関と連携を図っていきたいと話された。
大澤所長からは、これまでも利用者の紹介や研修などで連携をとっている病院とさらに連携を強化すること、訪問看護の魅力をアピールする
ことを目的に受け入れられた。病院から在宅に移行するタイミングや必要な調整によって利用者が不安なく在宅療養が送れることなどを具体
的に学んでもらえたと報告された。今後も病院と訪問看護ステーション双方の役割を理解した上で、気持ちよく頼んだり頼まれたりしていき
たいと話された。


